ユニット２では、物や人の様子を分かりやすく伝える表現

１．N、Vる＋きらいがある、129、そう言う傾向をもつ、そういうなりやすい

彼はいい男だが、なんでも大袈裟に言うきらいがある。

最近学生は自分で調べず、すぐ教師に頼るきらいがある。

２．N＋ずくめ　身の回りにあるのがそればかりであること

彼女はいつも黒ずくめの格好をしている。

この頃なぜかいいことずくめだ。

３．N＋まみれ　汚いものが全面に付いている状態を表す。

子供たちは汗まみれになっても気にせずに遊んでいる。

犯行現場には血まみれのナイフが残されていた。

４．N＋めく　それが表す要素をもっている

少しずつ春めいてきた。

どことなく謎めいた女性がホールの入り口にたっていた。

彼の作り物めいた笑いが、気になる。

５．R−っぱなし、　そのままにしていく。そのままでいること。

ドアが開けっ放しにしないでください。

しまった。ストーフをつけっぱなしで出て来てしまった。

同じ事柄や同じ状態がずっと続くと言う意味。

うちのチームはここの所ずっと負けっぱなしだ。

今日は失敗ばかりで、一日中文句を言われっぱなしだった。

６．R−つ．．．．R−つ、両方の動作が交互に行われる事を表す。

久しぶりに友人とさしつさされつ酒を飲んで何時間もしゃべった。

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(はつもうで),初詣で)の神社はものすごい人出で、押しつ押されつ、やっとのことで境内まで辿り着いた。

７．N/Na, A-い、R−ながらも／に　．．のに、あるいは　．．けれども

このバイクは小型ながら馬力が有る。

残念ながら、結婚式には出席できません。

学生身分でありながらも、高級車で通学している。

８．N＋と eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あい),相)まって　それが他の要素と作用し合う。

彼の独創性が彼女の伝統美と相まって、彼らの作る家具はオリジナリティ溢れたものとなっている。

９．　N+にかかわる　影響を及ぼす、あるいは　関係する

こんなひどい商品を売ったら店の評判に関わる。

あんな人にいつまでも関わっていたら、あなたまで評判を落としてしまいますよ。

１０．　N+に即して、にそくして　それにそって、それに従って

この問題は私的な感情ではなく、法に即して解釈しなければならない。

事実にそくして想像交えないで事件について話してください。

１１．　疑問詞、助詞＋ともなく　どこ、いつ、だれ、どちらの疑問詞、どの部分かは特定はできないが．．．

どこからともなく、 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(じんちょうげ),沈丁花)のいい香りが漂ってくる。

明くる朝は、旅人はどこともなく立ち去って行った。

１２．　Nをものともせずに、　厳しい条件を気にせずに立ち向かってという。後ろは問題を解決するというの表現が続く。

周囲の批判をものときせずに、彼女は自分の信念を貫き通した。

莫大な借金をものとせずに、彼は社長になることを引き受け、事業を立派に立ち直らせた。

１３．　Nをよそに　無視、無関係

弟は親の心配をよそに毎晩遅くまで遊んでいる。

高速道路の渋滞をよそに、私たちはゆうゆうと新幹線で東京に向った。

１４．数量詞＋からある、からする

この遺跡からは、２０キロからある eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きんかい),金塊)が出土した。

自動車産業は好調で300万からする車を飛ぶように売れている。

N+からの　数量詞＋N,　数量詞＋からのN

その説明会は１０００人からの人々が詰め掛けたという。

あの人は３０００万からの借金を抱えているそうだ。

１５．N+　ごとき、NごときN,　．．．のようだ

彼女はそのことを知っているはずなのにまったく聞いたことがないかのごとき態度だった。

「 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうさく),盗作)する」とは他人の作品を自分の作品であるかの eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ごとく),如く)発表することである。

除名処分のごときは最終的な手段だ。

Nのごとし、Nでるがごとし　のようだ、文語では書き言葉に用いない。

 eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こういんや),光陰矢)のごとし。

時間よ言うものは矢のごとくはやく過ぎ去って行く物だ。

１６．N+というもの、N+というものは．．．だ　愛情など eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちゅうしょう),抽象)的な eq \* jc2 \* "Font:ヒラギノ角ゴ Pro W3" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(がいねん),概念)
わたしは一度も愛情などというものを感じたことがない。

時間というものは、誰に対して平等だ。

１７． 

